
各種対応フロー図 
 
・けが、急病の発生時 

応急手当 
近くの指導員がすぐに  
対応する   
他の指導員への連絡も  
行う 

重  度 軽  度 
(例) 
意識がない  
骨折した  
止血が困難  
頭部の強打 

救急車  
１１９番 

保護者への連絡 観察経過 

病院の受診 

診断結果の  
確認 

直接または手
紙、電話等に
よる保護者へ
の連絡 

保護者への  
連絡 

他の子ども  
の対応 

救急車への  
同乗 

医療機関への事故  
発生時の状況説明 

診断結果の確認・  
連絡 

当日の事業終了後：記録の作成 

けが・急病 



・不審者侵入時 

発見者が  
退去要請 

連絡・通報 生徒対応 

指導員 
・警察(110番通報) 
・学校 
・市町村管理課 

に連絡する 

指導員 
生徒と不審者の
間に入り、防御
に努める 

指導員 
手元にある物（椅子・  
机・刺又・モップ等）  
を用いて不審者の移動  
を阻止・隔離する 

それ以外の指導員 
生徒に避難を指示する 
「〇〇に逃げろ！」 
（必要ならば大声で） 

不審者対応 

警察の到着 

・救急車の出動  
要請 

・該当生徒の保
護者に連絡 

事後対応 
・市町村の管理課  
に連絡 

・生徒の心のケア 
・保護者への説明 
・再発防止対策 

生徒の安全を確  
保し待機する 

安全を確保して  
下校 

可能であれば1名乗車し、(付添・連絡）  
病院に付き添う。 

けが人の確認及び応急処置  
必要な場合、救急車要請依頼 

救急車で病院へ搬送する 

不審者発見 

不審者が教室
外へ退去 

再侵入の阻止	



・火災発生時 

指導員① 
・火災発生の状況確認  
避難経路、及び避難  
場所を決定 

・火災発生場所を確認し、職員に連絡 
・可能であれば、初期消火に当たる 
・消防署・警察（必要に応じて）通報 
・教室の出入り口を開錠し、緊急車両 
   の進入路を確保 

指導員② 

・生徒のパニックを抑え、  
安全な場所に避難させる 

・火器を使用しているとき  
は、消火するとともにガ  
スの元栓等を閉める 

指導員③ 

避難の方法 

・分担し、避難経路、  
避難場所等において
誘導と安全確保 に努
める 

・逃げ遅れた生徒が
いないか確認する 

・全生徒の避難を確
認した後、職員は
避難場所へ 

・保護者への引き渡しを行う 
・保護者への連絡が取れない生徒や、保護者が迎えに来られ  
ない生徒については、安全な教室等で待機させる。 

火災発生！ 

・避難指示に基づき、安全に避
難させる（煙の状況によって
は身を低くしハンカチを口に
当てるなどの指示をする 

・特別な支援を要する生徒につ
いては、十分に配慮し避難誘
導に当たる 

・負傷した生徒に応急手当てを
行う 

・避難場所の確認、及び
避難場所への経路を直
接指示する 
・重要書類の搬出 
・避難経路等において誘
導と安全確保の支援に
当たる 
・保護者に連絡をし、引
き渡しの準備を行う 



・地震発生時 

地震発生！ 

地震の場合 
（第一次避難） 
安全確保の指示を迅速に行う  「机の下にもぐりなさい」「かばんで頭を守りなさい」等  
火の始末の確認をする 
 

地震が収まった後 

最新の災害情報を入手する 
（ＴＶ・ラジオ・インターネット等） 

指導員 その他の指導員 

生徒の人数確認 人数不足 

逃げ遅れた  
生徒の探索  
にあたる 

各種警報・避難指示 

なし 

あり 

震度５強以上 津波警報 

保護者への引き渡し  連
絡の取れない生徒につ  
いては、教室待機 

保護者に連絡するととも  
に待機生徒の安全の確保 

生徒を教室に留め置く  
保護者にその旨連絡する 

警報が解除された後、  
生徒を保護者に引き渡す 

※  学校が避難所になっている教室においては、  
学校と連携して避難を行ってください。 地震が収まったこと、及び活動場所や周辺  

の安全等を確認して、活動再開の指示 

全員確認 
活動場所の安全の確認  そ
の場で安全を確保し待機 

（第２次避難）  避難場所の
安全の確認  避難場所へ安全
に移動させる 
（  の約束を守らせる） 

お さない 
か けない 
し ゃべない 
も どらない 



・教室外での事件・事故発生時 

被害生徒の氏名・負傷状況・搬送先の医療機関を  
確認し、職員に報告 

状況を把握する 

市町村の担当課・運営  
委員会に状況を連絡 

・救急車の指示に従う  
とともに、少なくと  
も１名は、救急車に  
同乗する 

・他の指導員は、現場  
に残された生徒の安  
全確保に努める 

・けがをした生徒の  
応急手当と他の児  
童の安全確保を手  
分けして行う 

・負傷者が多数の場  
合は、近隣住民に  
支援を要請する 

・職員にそのこ  
とを伝え、現  
場に残された  
生徒の安全確  
保に努める 

事件・事故発生！ 

生徒の氏名、負傷状況、搬送先、警察への通報  
の有無について確認する 
保護者・職員に把握した範囲の情報を連絡する 

職員 
・担当職員に事故の派  
生を連絡し、現場に  
急行する。 

その他の指導員 

・複数の指導員が現場に向か  
い、情報の収集に当たる  
(携帯電話を所持する） 

・それ以外の指導員は、教室  
で生徒の安全確保に当たる 

連絡 

している していない 既に出発した 

警察の到着 救急車の到着 

第一報を受けた指導員職員 


